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I.は じめに

　本研 究班は,看 護ケ アの質の改善を目的 とし、 イン

ターネ ットを利用 した自己評価 と結果報告 を展開する看

護ケアの質の評価のためのシステム 「Web版 看護ケア

の質評価総合 システム」 を開発 して きた(http://www.

nursing-qi.com)。 このシステムでは病棟の看護の質を「構

造」「過程」「アウ トカム」の3つ の側面より、それぞれ

看護ケアの6つ の領域に関 して検討するものであ り、す

でに数回の質問項 目の精錬を経て、平成17年 より汎用

化のための試行 を行っている。

　本報告は,「Web版 看護ケアの質評価総合 システム」

とその活用状況について紹介する。Ⅱ

.目 的

　本研究は,Web版 看護ケアの質評価総合システムを

用いて,看 護ケアの質評価および改善についての検討を

行うことを目的としている。

　本報告は,「Web版 看護ケアの質評価総合 システム」

の普及 ・浸透により,看 護ケアの質改善の促進 を行 うこ

とを目的とした。

Ⅲ.研 究概要

1.看 護ケアの質評価指標

　これまでの研究によ り,看 護 ケアの重要要素 として,

①患者への接近,② 内なる力 を強める,③ 家族の絆 を強

める,④直接ケア,⑤場 をつ くる,⑥ インシデントを防ぐ,

の6領 域が特定されている。本研究で用いる看護ケアの

質評価指標は,こ れ らの6領 域それぞれについて,構 造

過程,ア ウトカムの側面か ら評価 を行い,各 側面の評価

は,そ れぞれ,看 護師長,看 護師,患 者による評価をも

とに行 うものである。

　なお,具 体 的な設問数は,構 造49,過 程40,ア ウ ト

カム14と した。
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2.Web版 看護ケアの質評価総合システム

　本システムは,看 護単位(病 棟)毎 の看護ケアの質評

価についての汎用化を目的に,イ ンターネットを利用 し

てデータ入力,集 計 を行い,ま たその結果をフィー ドバ ッ

クするしくみとして開発 した。

　また,同 時に,過 程評価においてテキス ト入力 された

回答を自動判別するため,テ キス トマイニ ング技術 を用

いたシステムの試行をおこなった。

　システム構築にあた り,デ ータ入力の簡便性,シ ステ

ムへのアクセスの利便性,デ ータの秘匿性などの検討 を

重ねた。

3.デ ータ収集方法

　「Web版 看護ケアの質評価総合 システム」について,

学会報告等 を用いて広 く告知 し,病 棟 ごとに看護師長な

らびに看護師の協力が得られた病棟 を対象 とした。対象

者にはIDと パスワー ドを配布 し入力を依頼 した。「構造」

に関しては看護i師長,「 過程」は複数の看護i師が入力 を

行った。また,「 アウ トカム」は紙面 による患者調査の

結果お よび,当 該病棟 におけるインシデント発生率につ

いて看護師 長にデータ入力を依頼 した。入力された内容

は集計 され、病棟 ごとに評価結果報告書(リ コメンデー

ション)を 返す とともにデータベースに格納されたデー

タをダウンロー ドし分析 し、評価 ツールの適切性、妥当

性を検討するとともに、看護ケアの質について概観 した。

　 また,調 査結果のフィー ドバ ック後,そ のフィー ドバ ッ

ク結果 に対する意見について回答を得た。

4.倫 理的配慮

　本研究の遂行 にあた り,研 究代表者の所属する機関お

よび関係機関の倫理審査を受け,承 認 を得た。また,イ

ンターネッ トを利用 した情報 システムの利用にあたっ

て,調 査協力者にはID・ パスワー ドを配布 して入力を

依頼 し,イ ンターネット上でのデータの漏洩について留

意 し,通 信路上 はデータを暗号化 して送信する配慮 を

行 った。

Ⅳ.成 果 ・考察

　平成18年 度は,26施 設112病 棟 の協力 を得て,デ ー

タ収集を行い,各 病棟単位の看護ケアの質評価を行った。

　研究 に参加 した26病 院の開設 主体 は,国 公立病 院

73.1%,医 療法人およびその他26.9%で あった。病院の一

般病棟の稼働病床数は,最 小120床,最 大876床,平 均

441.1±180.5で あった。取得している入院基本料区分は,

7対1入 院基本料34.6%,10対1は57.7%で あった。

　 「構造」「過程」結果は,評 価結果に集中がみられる項

目もあったが,全 体 としてはばらつ きがみられ,そ れぞ

れの病棟の看護ケアの質を反映 していると考えられた。

「アウ トカム」は,患 者か らの評価であり,も ともと高

評価に偏 ることが想定されていたが,病 棟毎の評価では,

その 「構造」「過程」 を反映すると考えられる評価が表

されていた。

　また,構 造評価 と過程評価の関係 において,構 造評

価 「場 をつ くる」領 域 は,過 程評 価 「患 者へ の接 近」

r=0.32(p<0.05),「 内 なる力 を強 め る」r=0.24(p<0.05),

「直 接 ケ ア」r=0.26(p<0.05),「 インシ デ ン トを防 ぐ」

r=0.32(p<0.05)領 域で正の相関があった。つまり,看 護師

間および他職種間との協働のためのしくみが整っている病

棟 においては,看 護師は患者および家族の状況 ・状 態を

適切に把握 し,患 者の病状や今後の見通しに対する理解

を促進させるようにつとめ,そ の状況 ・状態に応じたケア

を提供し,基 準や手順を守りつつ,危 険性を見極めながら

自らの判断のもとにケアを提供することができていると考え

られた。

　テキス トマイニ ング技術の洗練 にあた り,記 述 デー

タ分析の 自動化 の試み として,フ ァジィ識別 システム

(FCS)に よる分類 システムの性能評価 を行った。結果,

よく分類で きているデータ集合がある反面,2つ のデー

タ集合については30-40%の 分類性能 しか得ることがで

きていない ものもあった。今後,デ ータの蓄積および研

究者による記述データ分析結果 との照合 を重ねることで

その精度向上が可能であると考えられた。

　 これらの成果 をもとに,平 成19年 度はさらにデータ

収集 を重ね,シ ステムの精度向上に取 り組んでいる。

　 なお、本研究は文部省科学研 究費助成金 「Web版 看

護ケアの質評価総合システムを用いた看護の質評価に関

する研究」(課 題番号18390572)の 助成を受け行 った。
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